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１．地域年金展開事業の概要（1/2）
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令和5年２月
富山年金事務所



地域年金展開事業の主な取組
◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

・年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、
活動に役立つ情報を提供。

年金委員
活動支援事業

・公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行
う事業への意見・助言を行うため、学識経験者や関係機関等を
委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者
や従業員向けの年金制度説明会を実施。

・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本
年金機構が行う事業の周知、ポスター・チラシの掲示や設置、
配付の依頼等。

地域連携事業

・職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの
年金セミナーを実施。大学での年金相談や学生納付特例制度の
申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や設置、配付の依頼等。

年金セミナー
事業

・年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応える
ため、市区役所・町村役場や大規模商業施設、イベント会場等
で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。

地域相談事業
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１．地域年金展開事業の概要（2/2）

◆なお、今年度は新型コロナウイルス感染防止に配慮した取組を実施しています。

《本来の取組内容》 《コロナ禍での取組内容》

アプローチは原則、電話・文書
により行う。
制度説明会や年金セミナーは、
Web会議ツール等を使用した非
対面型（リモート）による実施
を基本とするが、相手先機関か
ら要請があり、当該機関におけ
る新型コロナウイルス感染防止
対策の徹底が可能な場合は、対
面での開催を可能とする。なお、
年金セミナーでは解説付き動画
（DVD)配布による実施も有効
である。

委員長及び委員の過半数より要請
があった場合は、新型コロナウイ
ルス感染防止対策を徹底したうえ
で対面開催も可能とする。対面開
催が困難な場合は、書面開催。

原則、電話・文書による活動。
対面による場合は感染防止対
策を徹底。

新型コロナウイルス感染防止対策
を徹底したうえで実施。ただし、
地域によって感染状況が異なるこ
とから、実施の可否については、
各地の実情を踏まえて慎重に判断。

令和5年２月
富山年金事務所
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２．令和４年度 事業計画
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【各事業への取組内容と具体的な活動】

令和5年２月
富山年金事務所

事業名 取組み内容 具体的な活動

地域連携事業

・市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体に年金制

度に関するチラシ、リーフレットの配布、掲示板へのポス

ターの掲示等を依頼する。

・地域型、職域型それぞれの年金委員の協力を得て年金

制度に関するチラシ、リーフレットの配布、掲示板へのポ

スターの掲示等周知活動を行う。

・自治会、事業所、ハローワーク等の関係機関、関係団体

等と連携し、年金制度説明会の開催による周知活動を実

施する。

①市町村・ハローワーク・関係団体等との連携による周知・啓発

各市町村等へ協力を要請し、チラシ・ポスター等による周知、制度説

明を実施する。

②年金委員を活用しての周知・啓発

地域型・職域型年金委員に協力を依頼し、自治会、町内会・事業所に

てチラシ配付および説明周知を行う。

③市町村担当者向け情報紙「かけはし」を自治体等へ配布する。

④事業所に対する制度説明会の実施

Web会議ツールを利用した非対面型による制度説明会を実施する。

年金セミナー
事業

・学生、生徒等の若年層を対象とした年金セミナーの拡充

を図る。

大学、短大、専門学校、高等学校等における年金セミナーの実施および

「わたしと年金」エッセイ募集に関する周知活動を実施する。セミナーの実

施にあたっては対面型の他、非対面型（リモート）も実施可能であることを

早期に周知し協力を求める。

＜アプローチ実施＞

・県教育委員会、県学校長会、高等学校長会に対する周知、協力要請

・大学への周知、協力要請を行うとともに、大学ＨＰに年金制度啓発資

料の掲載をあわせて依頼する。

地域相談事業

・地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、各所におい

て市町村、自治会、大学、事業所、ハローワーク、ジョブカ

フェ、商業施設等において出張年金相談を実施する。

①市町村等における出張年金相談

管内各市町村や商業施設に出張年金相談開催への協力を依頼し、相

談会を実施する。

②大学等構内における出張年金相談

大学等を対象とし、学特申請に関する出張年金相談の開催への協力

を依頼し、相談会を実施する。

年金委員活動
支援事業

・年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うとともに、

関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡大に努める。

①年金委員研修の実施

Web会議ツールを最大限利用し、研修会を実施する。

②電話・文書に勧奨を主体とした委嘱拡大

職域型にあっては、事業所が他業務で来所する機会も捉えた勧

奨・案内を実施する。

※依頼は、原則電話・文書により行う。
※事業は非対面形式を基本とし、対面で行う場合は感染症感染防止対策を徹底する。



３．令和４年度 取組実績（1/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

① 市町村・ハローワーク・関係団体等との連携による周知・啓発

○ 市町村職員担当者向け研修他連携事業 （前年度：５回 ５４名）

○ ハローワークにおける年金制度説明会 （前年度：１０回 ５３３名）

市町村との連携は例年どおり継続さ

せることができた。

雇用保険説明会における年金制度説

明について、富山事務所職員が定期的

にハーローワークに出向き、退職後の

年金手続き等の説明を行った。

他の事務所においては管内ハロー

ワークと調整を行っているが実施に

至っておらず、引続き依頼していく。

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加
人数

富山

富山市役所 担当者への制度説明会 ２回 ２３名

富山市役所本所
および全地区セ
ンター

成人式でのねんきんネットチラシおよび
２０歳の国民年金加入用チラシ配布

５０か
所

高岡 管内市町村役場 新任担当者への制度説明会 １回 ５名

魚津 管内市町村役場 新任担当者への制度説明会 ３回 １７名

砺波 管内市町村役場 担当者への制度説明会 １回 １０名

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数 参加人数

富山
ハローワーク

富山
雇用保険説明会での制度説明 ６２回 ３,２００名



３．令和４年度 取組実績（2/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

○ その他関係団体等との連携 （前年度： ２回 ３８名） 退職間近者を対象とした年金シニアラ

イフセミナーを例年どおり実施した。

年金制度説明と「生きがいとライフプラ

ン」についての二部構成で実施し、アン

ケート結果では、老後の暮らしを考える

良い機会になったとの回答もいただき、

「参考となった」という意見が多数を占

め、非常に好評であった。

各研修会やセミナーについては、次年

度以降も、継続して取り組んでいく。

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加人
数

富山・魚津
全国社会保険
委員会連合会

富山県民

共生センター
サンフォルテ

年金シニアライフセミ
ナーにて年金制度説
明および事業所での
予約相談周知依頼

１回 ２２名

高岡・砺波
全国社会保険
委員会連合会

高岡商工
会議所

年金シニアライフセミ
ナーにて年金制度説
明および事業所での
予約相談周知依頼

１回 １４名



３．令和４年度 取組実績（3/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

② 年金委員を活用しての周知・啓発 （前年度： １２回 ２，８５４名）

③ 市町村担当者向け情報紙「かけはし」を自治体等へ配布

各年金事務所より年金制度関連事務に関する情報誌「かけはし」

を管内市町村へ送付することにより制度改正等の情報提供を行

っています。

機構本部各部から国民年金保険料や年金給付に関する手続き

や、記載方法等、詳細に掲載されています。また、各地域で必要

な内容を掲載するページもあり、市町村担当者が必要な情報を

提供できるよう工夫して情報発信に努めております。

（５、７、９、１１、１、３月隔月発行）

事務所 企業・団体等 内容 実施回数 対象等人数
（のべ）

富山
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ７回 ２，１５２名

高岡
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ５回 １，７１１名

魚津
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ２回 ９４４名

砺波
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ２回 ７５０名



３．令和４年度 取組実績（4/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

④ 社労士会への年金制度説明会 （前年度： ４回 ６１名 ）

⑤ 事業所に対する制度説明会の実施 （前年度： ４回 ３１名 ）

感染症拡大時においても制度説明会

が開催できるようオンラインによる説明

会を実施する体制を構築し、富山年金

事務所においては昨年度２月よりオン

ライン新規適用事業所説明会を開催し、

今年度においても継続している。また、

高岡年金事務所においても電子申請

説明会をオンラインで開催することがで

きた。

感染症が終息した後においても、事業

所の利便性を考慮し、引続きオンライン

説明会の拡充を図っていく。

事務所 内容
実施
回数

参加 人数

富山 新規適用事業所説明会（オンライン） ５回 ４８名

高岡
新規適用事業所説明会
電子申請説明会（オンライン）

４回
３回

１３名
２５名

魚津 新規適用事業所説明会 ３回 ４名

砺波 新規適用事業所説明会 １回 ７名

事務所 内容
実施
回数

参加 人数

富山

年金制度説明会開催

（富山県社会保険労務士会より動画配
信）

１回

高岡 年金制度説明会開催 １回 ４０名

砺波 年金制度説明会開催 ２回 ３５名



３．令和４年度 取組実績（5/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

地域連携事業

新型コロナウィルス感染症の拡大防止や事業所の利便性を考慮し、富山年金事務所においては令和4年2月よりオンラインに

よる新規適用事業所制度説明会を開始し、令和4年度においても定期的に開催した。開催にあたっては協会けんぽ富山支部と

連携のうえ開催した。 （富山年金事務所60分、協会けんぽ富山支部30分の計90分で実施。）

当初は、資料画面撮影用カメラと説明者撮影用カメラを設置しカメラを切り替え配信する方法で実施したが、カメラを切り替える

際に音声トラブルの発生がしばしばあったため（カメラ付属のマイク使用）、12月以降は一つのカメラで資料画面、説明者を撮影

し配信する方法に変更を行った。（資料P10）

いずれの方法においても配信される画面が見づらくなることに備え、紙による資料を事前に送付している。

また、高岡年金事務所においては、電子申請の説明会を12月に3回開催した。（1回50分程度）

申込者には事前に電子申請のガイドブックを送付し、ガイドブックを見ながら説明を受けていただいた。

※日本年金機構における情報セキュリティの関係で、説明会で使用した資料（パワーポイント）はインターネット専用端末に保

存できないため上記の方法でオンライン配信を行っている。現状では、インターネット専用端末においては日本年金機構ホー

ムページ掲載資料のみダウンロード可能。

■使用機器等

インターネット専用端末 1台

インターネット非接続端末（機構の共有フォルダがあるもの）1台

大型スクリーン

カメラ（マイク付き）

使用ツール「Microsoft Teams」



３．令和４年度 取組実績（6/25） 令和4年4月～令和5年1月

10

令和5年2月
富山年金事務所

地域連携事業

tTeams操作用PC
（インターネット
接続）

パワーポイント
操作用PC

カメラ切替時に音声トラブルが頻発したため、
カメラ固定のスタイルに変更



３．令和４年度 取組実績（7/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

地域連携事業

■アンケート結果

8.3%

83.3%

8.3%

説明時間について

長い

ちょうど良い

短い

0.0%

50.0%
41.7%

8.3% 0.0%

資料の内容について

とてもわかりやすい

わかりやすい

普通

少し分かりにくい

分かりにくい

0.0%

25.0%

66.7%

0.0%
8.3%

講師の説明

とてもわかりやすい

わかりやすい

普通

少し分かりにくい

分かりにくい

33.3%

41.7%

16.7%

8.3%

音声について

聞き（見）やすい

普通

聞き（見）にくい

その他

8.3%

58.3%

25.0%

8.3%

映像について

聞き（見）やすい

普通

聞き（見）にくい

その他



12

令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

① 大学、短大、専門学校等における年金セミナーの実施および「わたしと年金」エッセイ募集に

関する周知活動

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（1/3）

今年度は、毎年秋に送付していた年

金セミナー実施の協力依頼を前年度

３月に送付した結果、新規に上期１

校・下期１校を追加実施することがで

きたが、年間を通じて十分なアプロー

チができず、全体としては、３月までの

予定を含め、前年度よりセミナー実施

校が１校減る結果となった。

令和５年度の年金セミナーについて、

早期に募集を開始し、開催校の増加

に努めていく。

また、「わたしと年金」エッセイと年金

セミナーと併せ依頼することで「わたし

と年金」エッセイの応募件数増加を目

指していく。

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

富山

富山県教育委員会 １
対面・文書に
て依頼

1 1回

富山市教育委員会 １
対面・文書に
て依頼

１ １回

富山県高等学校校長会 １
対面・文書に
て依頼

１ １回

富山県中学校校長会 １
対面・文書に
て依頼

１ １回

大学・短大 ３校

対面・文書に
て依頼

３校 ３回

電話にて依頼 ２校 ２回

専門学校 １８校
文書にて依頼 １８校 １８回

電話にて依頼 ３校 ３回

高等学校 ２０校
文書にて依頼 ２０校 ２０回

電話にて依頼 ４校 ４回

中学校 ２７校 文書にて依頼 ２７校 ２７回

支援学校 ７校 文書にて依頼 ７校 ７回

３．令和４年度 取組実績（8/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（2/3）

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

高岡

大学・短大 ３校 文書にて依頼 ３校 ４回

専門学校 ４校 文書にて依頼 ４校 ４回

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 １５校 文書にて依頼 １５校 ３１回

中学校 ２３校 文書にて依頼 ２３校 ２３回

魚津

管内市町村教育委員会 ８ ― ― ―

管内図書館 ９ ― ― ―

大学 １校 文書にて依頼 １校 １回

専門学校 １校 文書にて依頼 １校 １回

支援学校 １校 ― ― ―

高等学校 １０校 文書にて依頼 ８校 ８回

中学校 １２校 ― ― ―

３．令和４年度 取組実績（9/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（3/3）

○ 年金セミナー実施（1/2）

富山大学では、准教授の協力により、

国際関係論の講義の一環として、年

金セミナーを継続している。

事前に学生からの疑問点や自分なり

の年金に対する印象等を提出してい

ただき、それらに対する回答を盛り込

みながら、前半は講義を行い、後半は

学生の年金に対する不安を払拭でき

るようデータや資料を基に説明を行っ

た。

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

砺波

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 ５校
文書にて依頼 ５校 ５回

電話にて依頼 1校 １回

中学校 １６校 ― ― ―

３．令和４年度 取組実績（10/25） 令和4年4月～令和5年1月

事務
所

対象 学校数 実施方法 受講者数 予定等

富山

大学・短大 １校 対面 ５７名

専門学校 ３校
DVD視聴
対面

５２名
２６名

高等学校 ２校 対面 ２６１名
２月実施
１校

高岡

専門学校 ２校 DVD視聴 ９７名

高等学校 ２校 DVD視聴 ２１２名
２月実施
２校
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー実施（2/2）

（前年度実績） 大学・短大 ２校 専門学校 ４校 支援学校 １校

高等学校 １７校 中学校 １校

【年金セミナーの講師育成】

日本年金機構では若手職員を中心

に年金セミナー講師育成に努めています。

写真は、新入構員意見交換会でセミナー

の練習をしている場面です。

全国コンテストにおいては、昨年度に続き、

今年度も魚津年金事務所が本選に進出

しています。

アンケート結果からすると、年金セミ

ナー実施前は年金に対するイメージ

が「とても良い」「まあ良い」と感じてい

た学生は39.6％にとどまっていたが、

セミナー実施後は85.3%に大きく増加

する結果となった。年金セミナーにより

一定の誤解や不安の解消にはなった

と思われる。

日本年金機構においては、よりわか

り易い年金セミナーを目指し「年金セミ

ナー王決定戦」と題し全国コンテストを

実施し、講師の育成を行っている。セ

ミナー対象校の拡大に加え、年金セミ

ナーの質の向上を目指していく。

事務
所

対象 学校数 実施方法 受講者数 予定等

魚津

大学校 １校
3月実施

1校

専門学校 １校
2月実施
１校

高等学校 ２校 DVD視聴 ６９名
2月実施
３校

砺波 高等学校 ０校
2月実施
２校

３．令和４年度 取組実績（11/25） 令和4年4月～令和5年1月



16

令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 「わたしと年金」エッセイ募集

日本年金機構では、今年度も自身やご家族などの身近な方と、公的年金制度との関わりや考え

などをテーマに、「わたしと年金」エッセイの募集を令和４年６月１日から令和４年９月９日の間に

行い、全国2,008件の応募の中から受賞者が決定しました。

【全国の応募状況】

富山県のエッセイ応募状況

応募件数を増やすため、各教育委員

会と校長会に継続して訪問、依頼を

行っていく。また、年金セミナーを早期

に実施し、あわせてエッセイも協力い

ただけるよう依頼していくことが必要。

※賞
厚生労働大臣賞、日本年金機構

理事長賞、優秀賞、入選

賞状の授与並びに記念品を贈呈します。

３．令和４年度 取組実績（12/25） 令和4年4月～令和5年1月

一般 学生 計

令和元年度 １０４ １，１８６ １，２９０

２年度 １３４ ８０８ ９４２

３年度 ７０ １，５２６ １，５９６

４年度 ８９ １，９１９ ２，００８

年度 応募者数

元年度 ０名

２年度 ０名

３年度 １名（学生）

４年度 ３名（学生）
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和４年度 取組実績（13/25） 令和4年4月～令和5年1月

「わたしと年金」エッセイ （令和４年度 受賞作品紹介）

厚生労働大臣賞 岐阜県 三井 蒼葉 様 （高校生）

私の父は、私が小学校を卒業する前に４５歳という若さで亡くなりました。兄が１歳
のときから精神の病気を患い入退院を繰り返していたことを母から聞きましたが、私
は幼かったためほとんど記憶にありません。
私が覚えている父との思い出は、今思うと闘病しながらでも、家族のために限界ま

で働いてくれたし、体調が良いときには旅行にも連れて行ってくれました。春になると
鮎釣りに出かけたり、雪が降れば一緒にスキーにも出かけたりしました。病気があり
ながらも、父親としてできる限りの愛情を注いでくれた父でした。そんな父でしたが、
亡くなる前の５年間は徐々に症状が悪化していき、仕事も休みがちになっていました。
闘病しながらでも父の支えだったのは仕事だったと母が話してくれました。最後の５年
間は、その仕事さえも続けていくのが難しくなり、経済的にも生活が大変になっている
ことを、小学生の私でも感じていました。
そんな中で母が障害年金の制度があることを知り、申請してみることにしました。障

害年金とは、病気やケガなどで障害者になった際に受け取ることができる年金制度で
す。精神の病気の場合は、申請が通ることがとても難しいと母が話していましたが、
父の症状を家族の立場から正確に伝えたことと、医師の診断書に基づいて、障害年
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和４年度 取組実績（14/25） 令和4年4月～令和5年1月

金３級を受給することができました。その頃は兄が高校へ入学したところで、学費
を払うこともかなり大変な状況になっていました。

でも、父の病気はあまり良くならず、最後は難病も併発したことにより、生きるため
の食事ですらできなくなる状態にまで悪化してしまいました。母が話してくれました
が、父が嫌がったそうですが、食事ができないため入院することになりました。それ
が、父が亡くなる１ヶ月前のことです。
１ヶ月の入院は父にとって辛い毎日だったと思います。そして何とか食べられるよ

うになって退院して間もなく、父は帰らぬ人となってしまいました。
遺された私達家族３人、絶望しかなかったことを思い出します。深い深い悲しみと、

近くにいながら父の気持ちに家族全員が気付いてあげられなかった後悔と、これか
らどうやって家族３人生きていけば良いのかという不安で胸が締めつけられ、今で
もあの時の気持ちは言葉にすることができません。

父の葬儀では沢山の方がお参りに来てくれました。病気がありながらも最後まで
家族を愛してくれ、私達のために全力で働いてくれた父だったからこそ、沢山の人
から信頼され親しまれる存在だったことを葬儀に来てくださった方々を見て感じまし
た。突然にして父を亡くした私達は、今まで以上に経済的に大変になるのは分かり
きっています。母は何も言いませんでしたが、私と兄を抱えて不安でいっぱいだった
と思います。そんな中で父の死後、遺族年金の申請をしてくださるお話をいただき、
早急に手続きを手伝ってくれたそうです。その後遺族年金を受給できることになり、
兄は高校を無事に卒業でき、京都の大学へ進学もできました。私も中学校では
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和４年度 取組実績（15/25） 令和4年4月～令和5年1月

大好きな陸上を続けることができ、そして今年の春、陸上でインターハイに出場でき
るような選手になること、小さい時からの夢である助産師になるという２つの目標を
達成するために、兄と同じ高校に入学することができました。
父が亡くなり、母1 人の収入で私達兄妹を育てていくことは難しかったと母は言い

ます。兄は今大学でジャーナリストを目指し猛勉強中です。私も毎日陸上と勉強の
両立は大変ですが、目標があることで毎日充実した生活を送ることができています。
人はいつ病気になったり、障害者になるのかなんて誰にも分かりません。
毎日ご飯をおいしく食べられること、部活や勉強ができること、学校へ通えること、

友達と笑いあえること、家族がいること、仲間がいること、毎日当たり前に送ってい
る生活全ては、本当は当たり前なんかではなく、本当は奇跡であることを、私は父
の死を経験して初めて知りました。
今、私達家族が受給できている遺族年金は、父が闘病しながらでも働き続け、厚

生年金をかけ続けていてくれたおかげなのです。年金とは、高齢者になって当たり
前に受給できるものではなく、20 歳になったら年金に加入し、保険料を納めること
で、高齢者だけでなく病気や障害者になったときに公的年金により生活を支えてく
れる制度です。
少子高齢化が急速に進む日本においては、私達の近い未来でもある働く現役世

代が公的年金制度の支えとなることを知りました。

国民の１人として、または障害年金や遺族年金によって助けられた1人として、ま
ずは20歳になったら必ず年金に加入して保険料を納めることで、社会に恩返しをし
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和４年度 取組実績（16/25） 令和4年4月～令和5年1月

たいと思います。父とはもう二度と会うことはできませんが、父が加入していた厚生年
金の支えにより私達が生きていることで、今でも父の存在を感じることができています。

誰一人孤独にさせない社会を作るためにも、年金制度について正しく知ることは本
当に大切なことだと思います。

入賞作品は、日本年金機構ホームページでもご覧いただけます。

わたしと年金エッセイ審査結果 検索
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

① 市町村等における出張年金相談

○ 市町村連携による相談会（1/2）

遠方で年金事務所等へお越しいただくことが困難なお客様のために、社会保険労務士会

の協力を得ながら県内各所で出張年金相談を開催しています。

1月末までに計画どおりに144回の出

張相談の実施ができた。参加人数も昨

年同時期の963名から70名多い1,033名

の相談があり、来年度も継続して実施

していく。

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

富山 富山市

大沢野行政サービスセンター １０回 １００名

大山地域市民センター ４回 ５名

八尾コミュニティセンター １０回 ９３名

婦中行政サービスセンター １０回 ７１名

高岡
氷見市

氷見市役所 １０回 ９７名

氷見商工会議所 １０回 ３９名

射水市 射水市役所 １０回 ２７名

魚津

朝日町 朝日町役場 １０回 ５７名

入善町 入善町役場 １０回 ９５名

上市町 働く婦人の家 １０回 ９３名

立山町 立山町民会館 １０回 ９２名

滑川市 滑川市役所 １０回 ５５名

３．令和４年度 取組実績（17/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

○ 市町村連携による相談会（2/2）

② 大学等構内における出張年金相談

大学構内にて、学生のパンフレット配布と学生向け相談コーナー（学生納付特例申請書の

受付窓口）を開設しました。

（前年度： ２校 １１名）

大学構内での出張相談の実施に向け

た各大学への協力依頼とともに、学生

納付特例事務法人の申請をいただい

ていない大学等への学生納付特例事

務法人の申請依頼を実施する必要が

あるが、十分な取組が実施できなかっ

た。

大学等構内での相談窓口設置につい

ては、大学構内の掲示板への掲示によ

り周知いただいているが、参加人数の

増加を図れていない状況にある。引き

続き事前周知の工夫や学校への協力

依頼等を行っていく。

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

砺波

小矢部市 小矢部市役所 １０回 ４７名

南砺市
城端行政センター １０回 ５１名

福光行政センター １０回 １１１名

３．令和４年度 取組実績（18/25） 令和4年4月～令和5年1月

事務所 開催日 開催場所 参加人数

高岡 令和４年１１月 ７日 富山県立大学 ６名

高岡 令和４年１１月１０日 高岡法科大学 ５名
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

① 年金委員への研修、情報提供

● 富山県地域型年金委員研修会の開催

富山、高岡、魚津、砺波の各年金事務所会議室の会場参加に加え、オンライン参加により研

修会を開催しました。(富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が連携のうえ実施。)

【内容】

・国民年金制度と富山県の現状について

・令和4年 年金制度改正について

・ねんきんネットの活用について

【研修会の様子】

Microsoft Teamsを使用し、富山年金事務所会議室より、高岡、魚津、砺波の各会議室および

オンライン参加の委員のPCへ配信を行うことで、委員の利便性、研修会の効率化を図る。

● 地域型年金委員地区連絡会の開催

県内を富山地区、魚津地区、高岡砺波合同地区に分け、地区それぞれで連絡会を開催し、

地域型年金委員と今後の取組等についての意見交換等を行った。（四半期に一度開催。研修

会がある場合は同時開催とした。)

オンラインも活用した研修会を実施し

たが、接続不良が発生したため、後日、

あらためて配信を行った。

委員からもオンラインによる研修を求

める声もあることから、次年度以降も

引き続きオンラインを活用した研修会

を実施していくが、事前の配信テスト

をより念入りに実施していく必要があ

る。

３．令和４年度 取組実績（19/25） 令和4年4月～令和5年1月

事務所 地域型年金委員
参加人数

富山年金事務所 １３名

高岡年金事務所 ５名

魚津年金事務所 ７名

砺波年金事務所 ５名
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 全国年金委員研修会の開催

日本年金機構本部よりオンライン（Microsoft Teams使用）を利用して全国年金委員研修会を

開催しました。

【内容】

・被用者保険の適用拡大について

・育児休業中の保険料免除要件の見直し

・「ねんきんネット」の概要

・国民年金に係る制度周知

・年金制度改正

・年金委員（制度）の現状と取組みについて

オンラインによる開催は利便性が高

いとのご意見がある一方、地域型年

金委員、職域型年金委員用の研修を

分けて開催してほしいとのご意見もい

ただいた。

３．令和４年度 取組実績（20/25） 令和4年4月～令和5年1月

事務所 地域型年金委員
参加人数

職域型年金委員
参加人数

富山年金事務所 ９名 ２４名

高岡年金事務所 ３名 ６名

魚津年金事務所 ５名 １３名

砺波年金事務所 ４名 １０名
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 地域型年金委員へ情報誌「年金委員だより」の送付

各年金事務所より、地域型年金委員あてに「年金委員だより」を５月・８月・１１月・２月に送付

しています。

（２月送付）

年金委員だよりを定期的に送付し、

年金制度等の情報提供を行っている。

昨年度までは富山年金事務所から

一括送付していたが、地域型年金委

員との連携強化のため、各年金事務

所から送付することとした。次年度も

継続実施していく。

３．令和４年度 取組実績（21/25） 令和4年4月～令和5年1月

事務所 送付日 掲載記事

富山
高岡
魚津
砺波

令和４年５月

・国民年金保険料について
・年金額改定について
・繰下げ、繰り上げ受給について
・地域型年金委員について
・出張相談所開設案内

令和４年８月

・老齢年金の繰下げ受給を希望されている方へのお知らせ
・地域型年金委員の活動について
・「わたしと年金」エッセイ募集
・ねんきん定期便について

令和４年１１月

・ねんきん月間について
・社会保険（国民年金保険料）控除証明書の発行について
・国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書の様式変更
・出張相談所開設案内

事務所 送付日 掲載記事

富山
高岡
魚津
砺波

令和５年２月

・令和４年分公的年金等の源泉徴収票の送付について
・ねんきんネットについて
・「わたしと年金」エッセイ審査結果
・年金の予約相談について
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等①

各年金事務所では、職域型年金委員の方に対して、研修会や参考図書の送付を行い、活動

支援を行っています。

※オンラインによる合同研修を除く

各年金事務所より、研修会の実施や

参考図書の送付を行っている。来年

度においても、年金委員の意見・要望

を参考に活動支援を行っていく。

３．令和４年度 取組実績（22/25） 令和4年4月～令和5年1月

事務所 内容等 回数 人数
（のべ）

富山
職域型年金委員研修 １回 １６名

社会保険事務参考図書の送付 １回 ６６０名

高岡
職域型年金委員研修 ２回 ６７名

社会保険事務参考図書の送付（３月配付予定）

魚津 職域型年金委員研修 ２回 １０６名

砺波
職域型年金委員研修、年金制度説明会 ４回 ６６名

社会保険事務参考図書の送付 １回 ８０名



３．令和４年度 取組実績（23/25） 令和4年4月～令和5年1月
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等②（オンライン研修）

今年度はオンラインも活用し、会場参加に制限がある中においても、研修会を開催することが

できました。開催にあたっては、健康保険協会や労働局とも連携のうえ、幅広い社会保障や健

康に関する研修会を実施しています。

※各セミナーにおいて、富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が連携のうえ実施。

9月に開催された協会けんぽ富山支

部の健康づくりセミナー内にて年金制

度改正について説明を行った。本セミ

ナーにおいては、県内社会保険委員会

とも連携し実施した。

また、2月も協会けんぽ富山支部の他

富山労働局とも連携のうえオンライン研

修会の開催を行った。

オンラインによる研修会は感染症が拡

大する中においても参加者が多く、また

利便性の面においても評価いただいて

おり、感染症終息後においても実施し

ていく。

事務所 内容等
実施
回数

参加人
数

富山
高岡
魚津
砺波

富山県総合情報センター
（会場およびオンライン）

協会けんぽ富山支
部主催の「健康づくり
セミナー」において年
金制度改正の説明を
行う。

１回
（9月）

１５６名

事務所 内容等
実施
回数

参加人
数

富山
高岡
魚津
砺波

富山県総合情報センター
（会場およびオンライン）

各年金事務所、協会
けんぽ富山支部、富
山労働局が連携のう
え社会保険委員向
け研修会実施。

１回
（2月）

３５４名
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 年金委員大会

令和４年１１月１８日（金）「ボルファートとやま」において、全国健康保険協会富山支部、富山
県社会保険委員会連合会と連携のうえ、富山県年金委員・健康保険委員大会を開催し、年金
事業の推進・発展のためご尽力いただいた年金委員の方々の功績を讃え、厚生労働大臣・日
本年金機構理事長・日本年金機構理事、富山県社会保険委員会連合会長表彰を行いました。
なお、昨年、一昨年は感染症拡大防止の観点から規模を縮小し表彰式のみの開催としたが、

今年度は森前富山市長を講師に招いての記念講演も行うことができた。

【年金委員表彰者数】

・厚生労働大臣表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １名

・日本年金機構理事長表彰・・・・・・・・・・・・・・ ５名

・日本年金機構理事表彰・・・・・・・・・・・・・・・・ ７名

・富山県社会保険委員会連合会長表彰・・・・１１名

過去２年間は感染症の影響により表

彰式のみの開催としたが、今年度は

講演会も行い、受賞者以外の委員も

参加のうえで開催することができた。

年金委員のモチベーションに非常に

有効であるため、次年度も引続き、全

国健康保険協会富山支部、富山県社

会保険委員会連合会と連携のうえ、

継続開催を実施する。

３．令和４年度 取組実績（24/25） 令和4年4月～令和5年1月

写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。
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令和5年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

② 年金委員の委嘱拡大

各年金事務所では、定年退職等で職域型年金委員を解嘱となった方に対して、文書や電話で
地域型年金委員の委嘱について協力をお願いしております。

また、新規適用事業所や健康保険委員のみ設置事業所への職域型年金委員の推薦依頼を
行い、委嘱拡大に取り組みました。

【令和４年度1月末の富山県の現況

（前年同月比）】

職域型2,137人（前年2,144人） ▲7人

地域型88人（前年92人） ▲4人

富山県全体としては年金委員の委嘱

数の減少傾向が続いている。

新規適用事業所に対する勧奨や従

業員50人以上の事業所に対する再勧

奨等により委員委嘱件数増加に向け

た取組を進めており、継続していく。

また、協会けんぽ富山支部協力のも

と、健康保険委員のみ設置事業所へ

の案内も継続して取り組んでいく。

３．令和４年度 取組実績（25/25） 令和4年4月～令和5年1月

事務所 区分 勧奨内容 対象者
回数

（のべ）
結果

富山

新規職域型 文書による委嘱勧奨
４９１
事業所

７回 ２２名

新規地域型 文書による委嘱勧奨 ８０人 ８０回 １名

高岡

新規職域型 文書による委嘱勧奨
１１３９
事業所

９回 ２３名

新規地域型 文書による委嘱勧奨 ５８人 ９回 ２名

魚津

新規職域型 文書による委嘱勧奨
５２１
事業所

７回 ６名

新規地域型 電話による委嘱勧奨 １人 １回 １名

砺波 新規地域型 電話による委嘱勧奨 １人 １回 ０名
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令和5年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第６回

地域相談事業

自宅に届いた学生納付特例申請書の案内が放置され
るケースも多いと思われるため、大学構内に年金窓口を
開設し、手続き等をできるよう取組むことで学生の年金に
対する意識が向上するのではないか。

【対応中】

在籍する学生から国民年金保険料の学生納付特例申請の
委託を受けることができる学生納付特例事務法人（厚生労働
大臣の指定を受けた学校等）の普及に努めていく。

地域連携事業

企業内での年金制度説明会拡大は、職域型年金委員
を中心に声を出していかないといけない。ＰＲ不足ではな
いか。

【対応中】

引続き、職域型年金委員の各種会合等での協力依頼や、各
種広報掲載に努める。

なお、説明会等はオンラインによる開催等の企業にとって利
便性の高いものとすることで参加者の拡大を図っていく。

第７回
年金セミナー

事業

中学校が取り組んでいる「14歳の挑戦」の受け入れ企
業に対し、中学生用の社会保険制度パンフレットを配布
して「お父さん、お母さんと読んでおいて。」と伝えてもらう
だけでも広く周知する切り口になる。是非、中学生等若年
層向けパンフレットの作成・配布を検討いただきたい。

【対応中】

ご意見は本部へ報告させていただいてはいるが、実現には
至っていない。
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令和5年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第８回

年金セミナー

事業

大学進学に向けた動きが大きくなる前の１年生２年生を
対象とした普通科高校へのセミナー普及および特別支援
学校の保護者向けのセミナーに取り組んでもらいたい。

【対応中】

昨年度より普通科高校においても１校実施しているが、対象
校を拡大できていない。今後もアプロ―チを継続していく。

年金セミナーを授業で行えない場合は、教頭先生を窓
口としてPTA活動で保護者が集まる機会を捉え、アプ
ローチすることもよいのではないか。

【対応中】

昨年度に引続き、今年度も感染症の影響により、取り組むこ
とができなかった。

オンラインによるセミナー実施の環境が整ったことから、来
年度実施に向けてアプローチしていく。

外国からの技能実習生が多く集まる日本語教育支援

団体に対する年金セミナーを検討いただきたい。

【対応中】

今年度は感染症の影響により、取り組むことができなかった。

感染状況等踏まえ、来年度に取り組む。

なお、外国人への取組としては、外国人向けの制度説明動
画を本部で作成しており、配付に向けてアプローチしたところ、
富山国際大学より配付依頼を受けることができた。

年金委員活動

支援事業

市町村職員退職時における地域型年金委員の委嘱勧
奨を取組んでもらいたい。

【対応中】

取り組むことができなかった。地域型年金委員の活動支援
の面でも各自治体の協力が不可欠であり、併せて依頼を行う
予定である。
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令和5年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第９回
年金セミナー

事業

富山県のエッセイ募集状況が低下したままである。学
校等への働きかけを工夫して進めてもらいたい。

【対応中】

県代表年金事務所から教育委員会や各校長会に出向き
エッセイの周知、夏休みの宿題等に取り入れていただく等の依
頼を行い、管轄年金事務所からも各学校へ依頼を実施してると
ころだが、大きな効果を上げれていない。

引続き年金セミナーと合わせて、エッセイ記入といった協力
が得られるよう取組を進めていく。

ウィズコロナがニューノーマルとなる時代です。オンラ
イン配信やDX（デジタルトランスフォーメーション）による
業務の進め方を検討されるのも良いのではないか。

【一部対応済】

令和4年度はオンラインによる各種説明会の拡充を目指し、
取組を進めており、富山年金事務所において定期的に新適説
明会を開催することができた。また、高岡年金事務所において
は電子申請説明会を開催することができた。

オンラインによる説明会は利便性の面で高評価をいただい
ており引続き実施していくと共に、更なる拡充を目指していく。

第10回
年金セミナー

事業

地域年金展開事業において、可能であれば、数値目標
（例：セミナーにおけるアンケート満足度〇〇％以上とす
る等）を設定して取り組みを進めたほうが良いと考える。
検討頂きたい。

【対応中】

事務所の評価においてセミナーの実施回数等による評価指
標は機構本部より示されていますが、例であげていただいたア
ンケート満足度については評価指標はない現状にある。ご意
見は機構本部へ報告させて頂いている。



事業名 取組み内容 具体的な活動（目標数値・内容）

地域連携事業
市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体と連携し

た年金制度の周知・啓発活動の実施

① 市町村職員担当者向け研修会の実施

② 事業所事務担当者向け研修会の実施

③ ハローワークの離職者説明会での年金制度説明の実施

④ 富山県社会保険労務士会研修会での年金制度説明の実施

⑤ 富山県社会保険委員会連合会、富山県内４社会保険委員会との

連携による年金委員研修会等の実施

⑥ 市町村職員担当者向け広報誌「かけはし」の配布

⑦ 制度説明会、研修会についてはWeb会議ツールを最大限に利用

年金セミナー
事業

富山県内の大学や専門学校、高等学校等での年金 セ

ミナーの実施

従来の対面型と併せ非対面型によるセミナーの実施や年金セミナー用

動画（ＤＶＤ）の配布等、各教育機関のニーズに合わせ実施する。

なお、エッセイ募集件数が増加するよう、年度の早い時期での開催を目

指す。

① 各教育関係機関への年金セミナー実施、エッセイ募集の協力依頼

② 大学、短大、専門学校、高等学校、支援学校（団体）における年金

セミナーの実施

③ ＰＴＡ活動の機会を捉えた保護者への年金セミナーの実施

地域相談
事業

市町村、自治会、大学、事業所、ハローワーク、ジョブカ

フェ、商業施設等における出張年金相談の実施

① 市町村連携による出張年金相談の実施

② 大学等構内における出張年金相談の実施

年金委員活動
支援事業

年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うととも

に、関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡大に努

める

① 全国年金委員研修会の実施（本部主催）

② 本部および各年金事務所からの年金委員への情報提供

③ 年金委員研修会の実施（Web会議ツールを最大限に利用）

④ 年金委員大会の実施

⑤ 年金委員の委嘱拡大 33

〇各事業への取組方針

５．令和５年度 事業方針
令和5年２月

富山年金事務所


